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通告順位 1 番 氏 名 鈴木 和信 質問形式： 一問一答 

 １．件名   企業誘致に伴うインフラ整備はどう考えているのか 

要旨 

大衡村へ立地の決まった半導体会社は、投資額８,０００億円以上、従業員約１,５００人の

宮城県最大の誘致企業で、県はプロジェクトチームを設置するとのことだが、大衡村でも最大

のチャンス到来と思う。企業が来れば、必要となる従業員の居住地・社宅・商業地・交通等イ

ンフラ整備が後手になってしまう。村長として次のことをどう考えているのか。 

   

① 村としてどのような経済効果を期待しているか。 

② 具体的な従業員の住居・社宅の確保は。 

③ 給食センターで実施しているような農産物の地産地消を、誘致企業にも活かせないか。 

④ 大衡村民の雇用促進は。 

⑤ 大衡村では県と同様のプロジェクトの設置は考えていないのか。 

⑥ 定住促進・人口増加を見据え、早急な市街化調整区域等の見直しは。 

⑦ 村長として、１０年後の大衡村の地域計画（衣・食・住）は。 

  

通告順位 2 番 氏 名 石川 敏 質問形式： 一問一答 

 １．件名   令和６年度における新たな施策への取り組みは   

要旨 

小川村長の選挙時に掲げた施策について、６月定例会において一般質問をしたが、その答弁

内容は「検討していく」だけで具体的な取り組みについては示していない。 

新年度予算編成を迎え、公約の実現に向けた具体的な施策内容について問う。 

 

① 子育て支援・教育施策の新たな取り組みはあるか。 

② 農業を始め産業振興策をどのように進めていくのか。 

③ 人口減少対策や移住定住策はどう考えているか。 

④ 必要な予算額と財源の確保策は。 

⑤ これからの村政運営の課題をどのようにとらえ、村長として臨む姿勢理念は。 
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通告順位 3 番 氏 名 佐野 英俊 質問形式： 一問一答 

 １．件名   過去に質問した事項の動向について   

要旨 

これまでの一般質問中、事業主体が県である事業等の動向・情報について、次の点を問う。 

 

① 大森・駒場地区を通過する県道仙台三本木線の歩道整備は。 

② 奥田地区西側へ計画の県道整備は。 

③ 第二仙台北部工業団地の防災調整池流末河川に堆積の土砂撤去は。 

④ 善川遊水地工事に伴い傷んだ道路の補修は。 

⑤ 村政施行１４０周年に向けた村誌編さんは。 

 
 

 ２．件名   小・中学生教育の現状について   

要旨 

第六次総合計画の教育編は「たくましく豊かな人づくり」を掲げ、幼児教育から中・高等教

育まで各々の基本目標を定め、学校教育等を支援し教育の充実が図られているが、次の点を問

う。 

 

① 全国学力テスト結果をどう受け止めているのか。 

② 大衡塾の成果をどう評価。 

③ タブレットの活用をどう評価。 
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通告順位 4 番 氏 名 小川 克也 質問形式： 一問一答 

 １．件名   高校生の通学補助を   

要旨 

公共交通に関するアンケート調査を実施している。住民の方々が現状の公共交通に対してど 

のように思っているのか、今後の公共交通のあり方の検討材料の収集であると思われる。その

中での自由記載欄に、高校生の通学補助の要望の声が高い。そこで以下の点について、村長の

見解を伺う。 

 

① アンケート調査の送付対象者・対象数・回収期間・返信数・回収率は。 

② 高校生の通学補助要望件数とその地区別は。 

③ 高校生の通学補助を実施していく考えはないか。 
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通告順位 5 番 氏 名 赤間 しづ江 質問形式： 一問一答 

 １．件名   地域環境を守るゴミ対策は   

要旨 

私たちの住む地域が、快適で美しい景観を保つためには、一人でも多くの人がゴミ問題に関

心をもつことです。身近な生活ゴミの出し方から、道路や公園などでポイ捨てゴミのない、き

れいな環境を守る対策について考えを問う。 

 

① 生活ゴミ収集量推移の概要、今後の状況をどう推計しているか。 

② ゴミの出し方について、ルールを守り、分別の徹底を図る対策。 

③ ゴミについて意識を高める機会として、住民対象のゴミ処理施設（環境管理センター） 

見学の実施。 

④ 地域環境を汚染するゴミのポイ捨て対策を。 

 
 

 ２．件名   利用しやすい産後ケア事業に   

要旨 

産後早産に出産の疲れを癒し、母体回復のための支援や育児指導を行なう産後ケア事業の状

況を問う。 

 

① 委託している施設数、これまでの利用状況（宿泊、デイケア別、利用人数）。 

② 出産後間もない母子の状況を考えると、身近な場所でサービスが受けられるのが望まし 

いが利用しやすい事業になっているか。 

③ 専門職を配置し、子育て経験者等サポート体制を整え、子育て支援の大衡ならではの産 

後ケアを考えてはどうか。 
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通告順位 6 番 氏 名 細川 運一 質問形式： 一問一答 

 １．件名   デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進について 

要旨 

 

① ＤＸ推進本部が設置されているが、推進体制とこれまでの会議の内容。 

② 自治体情報システムへの取り組みの現状とこれからの工程。                 

③ 職員に求められるデジタル技術・知識の内容と育成方針。 

④ 情報発信やオンライン手続きに対応した村ホームページの充実策。 

 
 

 ２．件名   これからの子育て支援のありかたについて   

要旨 

 

① 村が広報で公表している子ども子育て支援事業予算の内訳。 

② 大衡村の子育て・学びの支援を他の自治体と比較しての村長の評価。 

③ 選挙公報で、高校生への支援と多子世帯の出産祝い金の増額を掲げられた意図。 

④ 児童手当の拡充が報道される中で、新たな経済的支援は慎重な判断が求められるが支援 

を考えるのであれば、3号認定の多子世帯の第２子以降の保育料の無償化を検討すべきでは

ないか。 

 
 


